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移動による二酸化炭素排出量 

出典：国土交通省 



移動による二酸化炭素排出量の推移 

出典：国土交通省 



輸送量当たりの二酸化炭素排出量 
■旅客 ■貨物 

自家用乗用車130g 
 ・鉄道 17g（約13%） 
 ・バス 57g（約44%） 
 
⇒ 自家用乗用車からの手段の変更で、 
   鉄道利用 87％、 
   船舶利用 56％ 
  もCO2排出量を削減できる 

トラック（営業用貨物車）216g 
 ・鉄道 20g（約9%） 
 ・船舶は43g（約20%） 
 
⇒ 貨物輸送の方法転換で、 
   鉄道利用91％、 
   船舶利用80％ 
  もCO2排出量を削減できる 

1トンの貨物を1km運ぶ（＝1トンキロ）と
きに排出されるCO2の量 

1人を1km運ぶ（＝1人キロ）ときに排出さ
れるCO2の量 

出典：国土交通省 



渋滞でも二酸化炭素排出量増加 

出典：国土交通省 



では、移動で二酸化炭素排出量を減らすには？ 

・なるべく二酸化炭素排出量の少ない交通手段を利用する。 
  ⇒ 環境負荷の少ないEV車などを利用する。 
  ⇒ 自家用車よりも公共交通手段（鉄道・バス）を利用する。 
    （乗合によりさらに効率的に削減できる） 
  ⇒ 自転車や徒歩を利用する。（短距離） 
 
・自宅から目的地までの移動距離を短くする。 
  ⇒ 職場の近くに住む。 
  ⇒ 中心市街地近くに住む（多様な目的地に近い） 
 
・移動回数を減らす。 
  ⇒ テレワーク（仕事） 
  ⇒ 物流サービス（買物）   



環境負荷の少ないEV車などを利用する。 
⇒ しかし、まだまだ利用が少ないので普及が必要！ 
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次世代自動車の普及に向けての対策 

出典：国土交通省 



自家用車よりも公共交通手段（鉄道・バス）を利用する。 
⇒ MaaS（マース：Mobility as a Service）の推進 
地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の
公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等
を一括で行うサービス。便利に公共交通を利用できる。 

出典：国土交通省 



自家用車よりも公共交通手段（鉄道・バス）を利用する。 
⇒ 多様なモビリティ、移動効率 

グリーンスローモビリティ： 
時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した 
低速の小さな移動サービス 
 
・従来の公共交通ネットワークを補完する 
・運転手と乗客や乗客同士、乗客と歩行者など 
 コミュニケーションが弾む機能を持つ 
 「乗って楽しい移動サービス」 
 
 
移動効率： 
自動車の1人乗りの平日利用が7割 
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自転車や徒歩を利用する。（短距離） 

⇒ 短距離の自動車利用が多いため、 
  自転車利用、電動キックボードなどを利用促進 
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⇒ 歩いて楽しいまちづくり 
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自宅から目的地までの移動距離を短くする。 

⇒ 人口密度が高ければガソリン消費量は大きく減少 
  （コンパクトシティ） 

P.Newman& J. Kenworthy: 
Sustainability and Cities, Island Press, 
1999. 



トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道や船舶
の利用へと転換 

出典：国土交通省 

物流サービス 

外出回数が減っても、物流量が増えるので効率化が必要 



物流サービス 

出典：国土交通省 



出典：国土交通省 

電気自動車や燃料電池自動車、公共交通や自転車のベストミックスによる 
低炭素道路交通システムが、地球温暖化の進行を抑制 

●自動運転 
 ・不要な加減速の低減 
 ・渋滞の抑制等 

 
●ドローン配送 
小口輸送において積載率の低いト
ラック輸送に代わる輸送手段 

 
 
CO2の削減効果に期待  
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